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１．研究背景および目的 

 RC 構造物では，施工時にバイブレーターを用い，

適切な振動エネルギーを与えることで，材料に偏り

のない密実なコンクリートを打設することが耐久性

の向上に対して重要である．締固め不足や過振動が

発生すると，未充填箇所の発生や材料分離を引き起

こすため，コンクリートへ適切な振動時間を与える

ことが望ましい．阪神淡路大震災以降，RC 構造物は

耐震性の向上のため，鉄筋の過密配筋化が進み，自

己充填性に優れた，流動性の高いコンクリートが実

施工で使用される案件が増加しており，現在では

様々なスランプのコンクリートが使用されている．

一方で「コンクリート標準示方書【施工編】」には，

一箇所当たりの締固め時間が 5～15 秒と定められて

いるが，土木の分野では低スランプのコンクリート

を対象としたものであり，性状が異なるコンクリー

トに対し、振動時間が適切であるかは不明であり，

材料分離の程度を確認する必要がある． 

 そこで本研究では，性状の異なるコンクリートを

用いて，締固め時間を変動させたとき，コンクリー

トの上下方向における材料分離に与える影響を検証

した． 

 

２．実験概要 

 本試験で用いたコンクリートの配合とフレッシュ

性状を表-1 に示す．水セメント比は一定としスラン

プを変化させるため，配合①は，従来用いられてい

る低スランプの土木コンクリート，配合②は，単位

水量と s/a を高く設定し，高炉スラグ微粉末を 50％

置換することで粉体量を増加させたコンクリート，

配合③は，①の単位水量を増大させフローの大きい

コンクリートを作製した． 

2.1 鉛直締固め試験 

 

 

 

表-1 コンクリート配合とフレッシュ性状 
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図-1 鉛直締め固め試験 

表-２ バイブレーターの性能 

ロング電棒

型式

Ｅ28ＤＬ

振動数
（Ｈｚ）

全長
（ｍｍ）

振動部
（径×長さｍｍ）

220～270 1015 ２８×706
  

 図-1に試験で使用した型枠の概要を示す．φ30cm 

×50cmの塩化ビニル製のパイプを用い，底面をコン 

パネで固定した型枠を 3 つ作製した．コンクリート

を型枠に高さ 45 ㎝まで流し込み，3 つの型枠に表-

２で示す振動数 220～270Hz のバイブレーターを使

用し，それぞれ 3，10，60 秒の振動時間を与えて締

め固めを行った． 
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2.2 洗い分析試験 

 鉛直締固め試験後に，高さ 3cmの層 1～5から 1.5ℓ

のコンクリートを採取し，0.15 ㎜ふるいを用いてペ

ースト部を洗い流し，残った骨材を乾燥炉で絶乾に

した．ふるい分け試験「JIS Z 8801-1」に準拠し，0.15，

0.3，0.6，1.5，2.5，5，10，20mmでふるい分けを行

い，それぞれの質量を計測し，粗骨材の増減を計算

した． 

 

３．実験結果及び考察 

 図-2,3,4 に各配合における粗骨材の振動前からの

増減率を示す．配合①の低スランプのコンクリート

は層１において，60秒締固めて約 10％程度，粗骨材

が減少し，3，10秒においても大きな分離が見られな

かったため，振動時間の多寡による影響は受けにく

いと考えられる．しかし，振動時間 3 秒のコンクリ

ートを硬化させたものは，60 秒のものよりも表層に

ジャンカが目立ったため，締固め不足であると考え

られる．配合②の粉体量を増加させたコンクリート

では，単位水量を増加させているため，振動前より

も分離気味の傾向である．粗骨材の減少は振動時間

60 秒の場合約 6％程度に収まり，3，10秒では大きな

分離は確認できなかったため，振動時間の影響は小

さいと考えられる．これは，粉体量が多くなりペー

ストの粘性が増加することで，粗骨材が分離しづら

いためだと考えられる．配合③のフローの大きいコ

ンクリートでは，振動を与えることで一層目に多量

のブリーディング水が発生したため，粗骨材が大き

く分離しており，バイブレーターの振動エネルギー

の影響を受けやすいことがわかる． 

 

４.まとめ 

 本研究では，流動性の小さい低スランプのコンク

リートや，粘性があり流動性を有するコンクリート

においては，振動エネルギーによる影響を受けにく

く，締固め時間 60秒でも材料分離がしづらいことを

確認できた．しかし，低スランプのコンクリートは，

締固め時間が短いと締固め不足を生じる．フローの

大きいコンクリートに対しては，少ない振動時間で

も全体的に粗骨材が分離しているため，振動エネル

ギーの影響を受けやすい． 
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図-2 配合①の粗骨材増減率
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図-3 配合②の粗骨材増減率 
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図-4 配合③の粗骨材増減率 
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